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川
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ハ

容
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同

定

資

鹿
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評

慣

一よ
っ
て
分
割
納
入
も
認
め
一
住
民
が
街
部
よ
り
い
ろ
い

地

Z
附
一歳
ハ
平

)
A
広
瀬
数
馬
ハ
一
一
は
自
治
庁
で
示
し
た
方
式
一
て
い
る
の
で
、
そ
の
よ
う
一
ろ
空
間
で
思
典
が
少
泣
い

一一
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町一

-
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9
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Y
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4
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d

'

2

・
、
一
で
評
慣
し
て
お
り
、
街
部
一な
人
肥
対
し
て
は
、
税
務
一
ハ
答
》
市
の
行
政
ば
一
部
一

ユ

慢

弘

一
活

発

在

意

姥

ハ啓

一開
陳
一
の
方
よ
り
、
山
閣
部
が
や
一
課
に
相
談
す

る
よ
ヲ
指
導
一
の
宮
だ
け
す
重
点
的
に

一一

円
滑
閉

り
と

;

-

I

l

e-
-
一
す
く
を
っ
て
い
る
。
一
し
て
貰
い
た
い
。
一
行
う
の
f
は
た
く
、
全
般
一一

掬

勝

利

払

一

よ

り

よ

い
Y

市

政

を

均

等

じ

一

低

額

市

税

の

分

割

納

一
平

等

な

行

政

を

一的
陀
実
腕
し
在
け
れ
ば
在
一一

一

一

一

R

一
ら
な
い
。
現
在
も
、

一a

開
穴
間
宇

一

活
発
在
意
見
交
換
、
質
疑
応
答
等
が
行
わ
れ
た
一
入
は
で
き
な
い
か
一
ハ
問
ぱ
納
税
、
国

F
E方
針
で
あ
る
が
今
後
一
府
一一

1

1

1

1

a

一

が
主
在
意
見
、
質
問
は
次
の
3

と
お
り
。

一
(
問
ゾ
五
百
円
以
下
の
市
一
保
険
料
の
納
入
等
も
何一
部
一
山
間
前
に
も
脚
別
け
て
行
く

一一

一

一
雲
仙
は
一
期
に
納
入
す
る
一
に
較
ぺ
山
閣
部
の
成
績
が
一
方
針
で
あ
る
o

一-

』

麺

越

麗

一町
内
未
加
入
者
へ
の
一
現
在
敷
地

の
調
査
中
ハ
地
一
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
一
ょ
、
、

J
f
u羽
部
門
J

一

i
A課
u

一一

二
二
¥
F

吾

首

謝

一
連
絡
事
呪
悶
知
徹
底
一
番
等
の
区
分
が
不
明
の
た
一
語
版
態
そ
の
他
等
で
ニ

U

|

|
い

ー

ー

ト

l
i
l
i
-
-

と

一

7
1
¥三
¥
¥
一

一…!!

一
ハ
問
〉
他
地
区
よ
一

め
〉
で
あ
る
か

ら

、

調

査

一

括

納

入

で

き

を

い

者

も

い

一

誉

蒔

反

浸

時

つ

毒

雪

一一

/
/
/
什

ftぽ
訟

注

一一
彦

…
め
転
入

し
、
町
内
一
完
了
後
処
理
し
た
い
と
考
一
る

の
で、

三
、

Z
2
1
2
y
f争
U
青

空

一一

ト

ド

れ

引

闘

い

凶

一矧

…
い

1
1
U叫
一
三
弘
同
一
当
分
待
一
れ
ほ
守
る
こ
と
は
で
一

3
月
別
日

J
4
月

Y
第
阿
国
成
人
学
校

一-

3
ヘノ

b
i
I誌
に

ぎ

一喜

子

刊

誌

れ
函

脱

税

に

つ

い

三

宮

一

問

団

内

品

川

約

三

間

4
M
M
U
謄
写
版

技

一

建

計

判

長

一…

を

ι会
汁

川

町

鮮

側

代

倉

一…
目

…
ド

い

関

係

上

一
(
問
J

同
州
の
回
定
資
産
一
ら
?
、
事
務
的
に
も
手
数
一
ム
講
師
教
育
委
員
会
社
一
中
旬

の
予

定

)

一

一

J

い

，

一

市
よ
り
の
連
絡
事
項
通
知一
税
は
適
当
?
と
岡
山
う
が
、
家
一
が
か
h

る
の
で
一
期
納
入
一
金
者
諜
田
中
主
事
補
一
ム
願
書
受
付
・
三
月
十
五
一一

末

端

行

政

守』

そ

重

要

一等
を
し
と
山
が
あ
る
が
五
の
同
定
書
税
は
街
部
一
と
し
た
。
い
ろ
〈
祉
事
一

A
期

間

三

月

二
十
九
日
ー
か
ら
四
月
五
日
ま
で
一
-

-
-

t

一そ

の
よ
う
な
T
K
対
す
る一
と
山
崎
越
地
主
で
は
相
違
一
情
で
一
聞
に
納
入
で
き
友
一
か
ら
四
月
十
七
日
ま
で
一
東
京
都
千
代
田
区
丸

の
内
一一

有

功

町

総

代

二

三

名

を

表

彰

一

取
扱
い
陀

つ
い
て
。

一す
ぺ
き
同
同
同
い
ー
ー
し
川
川

M
Mい
比
同
事
情
に
一
毎
週
火
、
木
晦
(
午
後

一
一
の

一へ
東
京
中
央
局
区

一-

末
端
行
政

の
同
滑
、
微
民
一来
筑
と
し
て
市
議
会
議
長
一
な
お
、
被
表
彰
者
は
次
の
一

〈窓
口d

市
か
ら

の
漣
絡
事一

-

一
六
時

t
八
時
v

一内
d

運
輸
省
観
光
局
業
務
一…

日

間

け

れ
日
付
れ

い
一訪

日

訪

問
時

一と
お
む
。

商

品

川

V
刊
誌

一刷
…

ハ

エ

取

り

コ

ン

ク

!

こ

A
制
問
中
央
公
民
館
会

一計
十
は
庶
務
課
忙
間
合

F
i
-
-
l
;
i

中
央
公
開
舘
で
、
市
内
全

政
事
務
つ
途
行
陀
謙
-
刀
し
一
被
表
髭
有
明
町
線
代

一
か
ら
、

班
長
等
を
通
じ
徹
一
4
…

一A
巾

込

三

月

二
十
八
日

一

せ
て
下
さ
い。

一

地
区

つ
川一総
代
事
務
連
絡

セ
有
功
町
総
代
一
一十
一一
品名
一
ハ
順
序
不
同
、
敬
称
略
二

底

す
る
よ
、よ

し
て
ほ
し

一日
一

知

事

賞

な

ざ

で

表

彰

一

ま

で

、

中

央
公
民
舘

へ

一

ハ

庶
務
課

二

婚
種
借
受
の
方
へ

一地
国
労
か
ら
共
募
へ

協
議
会
役
開
催
し
た
G

一忙
対
し
、
た
村
市
長
か
ら
一

A
氏
名

(担
当
地
民
二

ぃ

。

ハ

松

並
地
区
よ
り
、
一

5
一

一

一

学

級

費

三

O
円
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添
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一

1

1

1

1
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一
番

一大
村
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努
働
組
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一

古
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清
会
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お
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れ
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感
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本
庁
地
区
〕
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近
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一
町
内
未
加
入
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亡
す
し
亡

2
一
モ

ノ
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街
主
事
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の

一
吃
対
し
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各
一
位
よ
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一
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申
込
む
こ
と
。
一
ボ
シ
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慢
法
大
会
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一
3
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お
知
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せ
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末
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す
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募
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一耕一
耕
一昨
一部
品
盟
国
一
知
計
一…ト…出
出
場
曜
日
立

nu--一一昨
昨日
…
…
盟
主
り

つ
か
~
も

の
?
あ
ろ
o
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h
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答
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っ
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十
五
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路
ゾ
ム
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同
富
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加
し
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い
る
旨

の
報
告
一
成
虫

2
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越
冬
す
る
一
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川
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崎
直
課
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一
合
せ
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ポ
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プ
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婦
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荷
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張
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日
〆
切
一

の
成
慣
を
牧
め
た
。

一

ハ

連

合

婦

人

会

J

Z
局
教

付

長

急

民

的

項
の
と
凡
打
ゾ

伏

一

本

話

一

間

一

鈴

一川

町

村

倒

的

じ

時
一
日

h
U心
持

刊

一

民

お

む

削

1
M
M
一運
輸
省
観
光
局
で
は
昭
和
一
ん
市
民
課
消
防
係
d

市川
つ
長
瓶

一川
七
郎
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訪
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区
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の
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芥
搬
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数
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つ
協
力
を
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願
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し
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一
肥
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村
市
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催
で
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十

一
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司

川

川

刷
鴻
墨
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松
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入
札
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所
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大
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舘

二
、
入
札
日
時
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昭
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三
十

一
年
一一
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三
十
円

午
後
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時
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木
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郷
勢
上

問
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樹
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以
び
数
是
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約
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五
石
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松
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約
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号
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二
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約
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号
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九
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号
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約
五
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約
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石
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約
三
、
八
石
》

総
計

櫓

三
、
五

弘
山
石

詳
細
ば
市
経
済
課
忙
問
合
せ
て
く
だ
さ
い
。
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経
済
課
林
務
係
J
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地

再

入

札

所
在
地
:・
大
村
市
西
本
町
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四

一
ノ
八
の
内

地
目
及
び
数
量
:
・
宅
地
八
十
七
坪
悶
合
乱
勺

右
市
有
地
を
左
記
陀
よ
り
公
売
し
ま
す
ω

記

一
、
公
売
の
日
時
:・
昭
和
三
十一

年
二
一月
-一
十

七
日
自
午
前
十
時
、

至
寸
時
三
十
分

一
、
場
所
:・
市
役
所
宿
直
室

一
、
公
売
の
方
法
:
・

一
般
公
入
札

一
、
入
札
保
誼
金
・
:
入
札
金
額
の
百
分
の
十
以

レ」
一
、
問
札

:
即
時
開
札

一
、
入
札
心
得
書
は
入
札
前
に
渡
し
ま
す

@
註
印
鑑
持
参
の
之
、と
ハ
財
務
課
ゾ

す
べ
て

速
や
か
に
配
付
の
上
、

よ
く
お
積
み
下
さ
切
。

「
市
政
だ
よ

u'」
で
ナ
。
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警
察
官
京
望
の
方
へ

教
養
の
あ
る
警
察
官
に

警
察
は
国
民
の
宅
命
、
財
産
を
保
護
し
、
犯
罪

の
予
防
、
捜
査
、
検
挙
肥
当
り
、
或
い
は
交
通

の
取
締
り
を
行
う
た
い
へ
公
共
の
安
全
と
秩
序

の
維
持
に
当
っ
て
い
る
事
は
、
皆
さ
ん
御
存
じ

の
よ
』
お
め
で
あ
り
ま
す
。

昭和 31年 31:J 20日

三
の
重
要
在
仕
事
を
ス

ム
ー
ス
に
や
っ
て
い
く

に
は
、
嘗
官
一
人

一
人

が
平
素
か
ら
十
分
配
教

養
を
身
に
つ
り
て
お
か

在
け
れ
ば
た
り
ま
せ
ん

そ
れ
が
た
め
に
現
在
行

っ
て
お
り
ま
す
教
養
B

と

し
て
は
、
警
察
学
校
で

行
う
教
養
と
、
そ
れ
ぞ

れ
の
警
察
署
で
、
仕
事

を
通
じ
て
行
う
教
養
と

の
二
つ
が
あ
り
ま
す
。

警
察
学
校

5
、

県
警
察
学
校
と
各
牒
プ

ロ
ッ
ク
を
車
位
さ
す
る

管
区
学
校
〈
前
記
は
長

崎
市
油
木
谷
町
、
後
記

(旬刊)り主?ゴ

ば
福
岡
J

主
金
闘
で
唯

一
つ
の
警
察
大
学
校
ハ

東
京
J

と
の
さ
段
階
が

あ
り
、
燃
警
察
学
校
で

ほ
主
に
新
ら
し
く
警
察

官
に
た

っ
た
者
の
教
育

訓
練
を
行
い
、
管
区
警

察
学
校
で
は
中
堅
幹
部

主
し
て
必
要
左
教
育
訓

練
を
行
い
、
警
察
大
学

校
で
は
上
級
幹
部
と
し

て
必
要
な
教
育
訓
練
を

行
っ
て
い
る
の
で
あ
り

ま
す
。
此
の
よ
う
な
学
授
に
は

優
秀
な
幹
部
が
お
わ
、

ま
た
部
外
か
ら
も
優
秀

な
も
の
を
講
師
と
し
て

政

各

地

で

防

火

訓

練

町
は
わ
れ
ら
で
守
ろ
う

去
る
一

一
月
二
十
九
日
か
ら
一
に
お
い
て
火
災
模
擬
演
習

三
月
十
三
日
ま
で
行
わ
れ
一
を
行
い
、
学
校
で
は
、
生

た
曹

の
火
災
予
防
週
間
行
一徒
の
待
避
訓
練
等
を
実
施

事
v
と
し
て
、
市
消
防
団
で
一

1
た。

は
三
月
一
六
日
午
前
九
時
か

一ま
た
、
各
分
団
K
お
い
て

ら
古
町
の
県

ιろ
う
挙
校
も
そ
れ
ん
¥
演
習
を
行
つ
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招
へ
い
す
る

K
E
教
綬

陣
の
充
実
を
は
か
つ
て

お
り
ま
す
。

警
察
官
と
な
る
に
は

新
制
高
校
卒
業
程
度
の

学
科
試
験
並
び
に
股
重

注
身
体
検
査
と
口
述
試

間
に
合
格
す
る

A
先
学

服
警
察
学
校
に
入
捜
し

て
↓
年
問
、
規
律
わ
る

団
体
生
活
を
し
在
が
ら

法
律
や
民
主
警
察
に
ふ

さ
わ
し
い
色
々
の
教
養

を
う
け
る
一
方
、
犯
人

逮
捕
や
人
命
救
助
吃
必

要
な
柔
剣
道
や
逮
捕
術

人
工
呼
吸
、
止
血
法
等

。
訓
練
危
う
け
ま
す
。

勤
務
成
績
が
良
く
℃
、

一
定
の
試
験
に
合
格
し

ま
す
と
順
弐
巡
査
部
長

警
部
補
、
警
部
、
警
硯

に
昇
進
し
て
行
く
の
で

あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
階
級
に
昇
進
す
る

前
に
必
歩
、
そ
の
階
紋

に
必
要
左
知
識
と
実
力

を
養
う
た
め
、
管
区
学

校
で
は
二
カ
月
乃
至
六

た
が
各
地
の
町
内
消
防
班

で
も
我
ら

の
町
は
我
ら
で

守
ろ
う
と
、
婦
人
た
も
も

モ
ン
ペ
姿
で
初
期
防
火
の

訓
練
左
き
を
行
い
一
朝
有

事
に
備
え
た
。

ハ
市
民
課
消
防
係
ゾ

な
つ
か
し
い

父
親
ミ
鈎
面

靖
関
紳
枇
参
拝
遺
児
団
二

J
J

一十
名
は
、
木
寺
係
長
引
卒

卜ん

一
の
も
さ
に
去
る
十
三
目
午

崎

一前
九
時
、
大
村
市
長
を
始

げ

一
め
矢
兄
、

関
係
者
多
数
の

没

一回
出
迭
の
を
受
け
て
大
村
際

和

一

回
目

-

加

一

会
』

一
吋

…
ホ必

声

H

カ
キ
ゲ
も
大
村
の
特
産
に

総
水
揚
げ
は
三
千
貫

カ
月
、

普
察

大

事

校

で

一

回

一

の

突

発

事

件

に

備

え

る

た

一

の

外

大

き

か

っ

た

の

で

当

は
、
一
一
カ
月

2
7一
白

日

完

封

結

前

後

一

一

め

、

所

要

の

職

員

に

対

し

…

該

年

度

の

予

第

執

行

上

に

年

の

教

養

を

う

け

る

の

一

ム

宛

先

市

役

前

市

民

韻

宛

一

一

そ

れ

ぞ

れ

責

任

を

持

た

せ

-

も

一

大

支

障

を

来

た

す

肢

で
あ
り
ま
す
。

一

企

紙

上

回

名

は

随

津

で

す

一

一

て

、

そ

の

保

管

正

当

ら

せ

一

態

と

を

り

、

折

角

、

闘

庫

始

め

て

第

一

線

に

醍

置

一

が

、

住

所

、

氏

名

、

年

一

一

て

い

る

も

の

で

、

緊

念

時

一

補

助

金

が

決

定

し

た

も

の

き

れ

た

瞥

察

官

に

は

、

一

令

、

職

操

明

記

な

さ

場

一

一

に

対

処

す

る

た

め

に

は

止

一

二

十

九

年

二

月

、

県

水

産

K
よ
り
発
育
不
党
全
で
て
一
般
財
源
の
捻
同
不
可

戸
定
の
期
川
指
導
者
が
一

合
は
保
用
し
ま
令
ん
竺
む
を
得
ぬ
措
置
三
存
今
る
一
部
主
…
催
に
よ
り
、
市
並
び
あ
っ
た
が
、

宮
城
県
一盛
一
態
の
事
熊
に
立
至
っ
た
。

つ

け

ら

れ

て

、

仕

事

を

一

企

投

稿

:

:

:

大

村

市

民

κ
一
一
共
第
で
あ
り
ま
す
。
一
に
関
係
漁
協
幹
部
等
が
参
の
か
き
は
、
発
育
良
好
一
そ
こ
で
二
十
九
年
十

す
る
上
に
必
要
な
笠
査
一

l

同
門

l
i
l
l
-
一
た
お
、
超
過
勤
務
を
要
す
賀
し
て
、
大
村
湾
漁
業
i

資
で
あ
っ
て
、
作
拭
二
十
一
二
月
市
当
局
は
教
宵
委

き
つ
け
、
ま
た
絶
え
今
一

i
1
1
1
1
1
1
一
る
職
員
に
つ
い
て
も
必
要
環
。
開
発
育
成
、
並
び
に
一

一号
台
風
で
相
当
の
禎
一
員
、
史
ぴ
関
係
学
佼
の

上
司
か
ら
も
日
恥
乃
仕
一
公
用
自
縛
車
に
付
て
一
の
使
用
は
絶
対
禁
止
さ
せ
一
性
に
応
じ
そ
の
都
度
臨
時
一
漁
業
経
営
-L
つ

い

て

水

産

害

E
蒙
っ
た
に
も
拘
わ
一
宵
友
会
と
も
極
々
慎
重

事
在
一
週
じ
実
地
に
当
三
管
理
鹿
か
ら
お
答
え
一
て
い
ろ
が
、
御
承
知
の
と
一
に
使
用
を
許
可
し
て
お
り
一
研
究
会
を
開
催
し
、
当
市
ら
そ
約
三
千
貫
の
水
一
に
険
討
を
加
え
た
結
果

て
指
導
を、つ
け
る

ほ

か

一

一

お
り
当
所
は
外
国
人
を
対
一
ま
す
が
、
公
用
自
転
車
の
一
漁
業
の
施
策
樹
立
、
及
び

揚

け

が

あ
り
実
入
ゆ
も
一
一
般
円
滑
民
の
皆
様
に
定

議
包
や
巡
回
指
導
、
敬
一
公
用
自
転
単
の
使
用
に
っ
一
象
三
す
る
牧
容
施
設
に
し
一
使
用
に
つ
い
て
は
管
理
の
ム
漁
協
経
替
の
合
理
化
を
検
味
も
非
常
に
良
い
。
未
一
朗
預
金
を
お
願
い
し
て

養
テ
ス
ト
在
ど
を
う
け

一
い
て
は
、
各
所
管
に
お
い
一
て
、
常
時
千
五
、
六
百
名
一
徹
底
を
期
し
た
い
止
存

u
-討
L
た
の
で
あ
る
が
、
「
だ
定
分
市
民
の
皆
様
民
一
三
つ
財
源
を
整
備
す
る

ま
す
。

一
て
常
時
掌
握
せ
し
め
、
そ

一の
斡
国
人
を
牧
容
し
、
地
一
ま
す
か
ら
御
了
承
願
い
ま
-
か
き
」
養
殖
に
つ
い
℃
、
味
わ
っ
て
貰
う
ま
で
に
一
三
と
L
な
っ
た
。

ま
介
柔
道
中
剣
道
、
逮
一
の
慌
明
を
戒
め
る
よ
」
共
に
護
、
風
水
害
、
火
災
、
そ
一
す
。
一
そ
の
後
、
更
に
研
究
の
捕
は
官
〈
の
時
日
を
哩
す
一
こ
の
預
金
は
、
個
人

捕
術
た
ど
に
よ
っ
て
、
一
厳
重
た
管
宇
佐
実
施
せ
し
の
他
。
非
常
災
害
、
及
び
一
ハ
大
村
入
国
者
山
収
容
所
)

E

巣
、
大
村
湾
一
は
、
そ
合
養
る
が
、
近
い
将
来
に
ほ
一
名
犠
で
P
T
A
と
冠
し

心
身
を
鍛
え、

技

術

の

直

ぽ

ば

河

川

医

ぽ

津

川

晴

峰

崎

r
il
l
--
J一
殖
医
適
地
で
あ
り
湾
海
養
有
明
海
運

2
き

長

一

金

融

機

関
ζ

目
カ
年
定

向

K
Zめ
、
治
安
三
一
割
引
州
利
引
引
引
引
コ
引
阿
山
崎
一
く
感
激
し
て
何
配
声
一
殖
に
よ
る
漁
場
の
多
角
利
適
す
る
こ
と
に
な
る
と
一
期
と
し
て
頂
金
し
て
戴

万
全
を
期
す
る
た
め
、
一
の
究
親
と
感
激
の
対
面
を
一
ら
れ
子
供
遣
は
大
変
喜
一
援
を
受
り
て
い
る
よ
う
-
用
の
一
環
と
し
て
、
且
つ
期
待
3
れ
て
い
る
o

一
き
、
預
金
先
か
ら
右
預

日
夜
努
力
し
て
い
る
の
一
絡
先

、
無
事
十
八
日
帰
大
一
び
、
吾
が
子
の
よ
う
に
一
だ
と
感
謝
し
て
い
る
。
一
大
付
越
に
お
け
る
一
月
]
農
産
司
副

会

一

金

を

担

保

と

し

て

掌

段

で
あ
り
ま
す
。

一

し

た

。

ハ

福

祉

事

務

所

二

保

有

す

る

来

手

塞

も

を

一

「

也

日

呆

z
d
v
一一一
一月
閣
の
漁
携
閑
朗
D
対

一

日

一

建

設

委

員
会
代
表
者
が

以
上
は
警
察

の
教

養

主

一

l
i
l
i
-

-
i
t
!
1
1
1
1
l
i
l
i
-
-
鴻

と
し
て
、
県
水
産
試
験
一
出
品
線
数
千
七
百
点
↑

融
資
を
受
け
、
市
に
預

ぺ
て
、
将
来
警
察
官
を
志

一婦

人

会

か

ら

一

昭

和

初

年

以

来

の

思

い

出

:

・

⑬

一

場

じ

お
い
て
「
か
さ
養
一一

一十
九
年
十
二
月
四
、
五
一
託
し
、
市
は
第
二
年
目

願
さ
れ
る
方
去
ホ
JZ
巧

ま

で

一

一

一

殖

技

術

改

良

普

及

試
験
事
一

D
雨
品

県
立
大
村
農
業
一

か
ら
預
金
額

、三
一
分
の

お
知
ら

持

制

約

十

)

両

日

日

当

教

育

功

労

者

絵

表

彰

一

昨

時

計

耕

地

踊

時

計

忠

良

一

わ

完

済

す
る
も

;
j
j
j
j
j
j
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一並
び
に
也
田
住
宅
婦
人
会

i自
目

市

教

育

委

一

コ
一米
二

O
、
巾
員

二

一米
一漁
場
内
二
二
十
九
年
十

一

忠

清

農

作

物

、

農

業

二

常

民

の

警

に

対

一二一一、
〓
幽
酸
臨
歯
一
で
は
、
寸
月
の
行
事
三
し
面
蝿
輯
員
会
で
は
一
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
一
一
月
か
ら
実
施
し
て
い
る

一
工
作
品
、
林
遁
物
、
長
す
る
理
解
と
協
力
、
並
び

一一一
J

……
一
勧
繭
踊
臨
闘
一
て
、
池
田
保
育
所
、
敬
老
一
蝿
噛
輯
二
十
九
年
一
近
代
的
架
橋
が
で
き

k
b
一
そ
の
結
果
は
、
宮
城
県

一

機
共
湖
併
せ
て
つ
七

一
に
各
学
校
建
設
委
員
会
、

…
¥二

割

週

一

院
を
慰
問
、

塁

し

て

、

富

錨

十

一
月

二

脅

か

ら

の

舗

銭

道

路

と

一

号

「

種
か
き
」
と
有
↑

o
j、
夫
々
優
秀
一P
T
A
役
員
諸
氏
の
熱
意

J
ぺ仁川
一

三

一一二
以

一

お

い
し
い
お
菓
子
、
果
物
E

踊

静

臨

日

中

央

公

子

一

木

の
景
観
は
ご
近
代
一
明
海
の
「
種
か
き
」

を
一
作
品

に
は
え
村
市
長
か
一
あ
る
御
努
力
に
よ
り
一
五

¥
「
刷
機
駁
勝
也
一
な
ど
を
届
け
て
い
る
が
今
一
関
湘
掛

R
舘
で
、
一
都
市
に
ふ
さ
わ
し
、
も
の
一
養
殖
し
た
が
、
有
明
海

一

ら
賞
欣
、
賞
品
が
贈
ら
一

三
万
三
千
円
の
預
託
が
で

…………

…

y嗣
騒

眠

酪

圃

圃

一

‘

圏

陀

一

昨

醐

回

一

u

一
の
か
き
は
塩
分
の
相
違

一

れ
た
a

一き
、
教
育
施
設
の
整
備
に

……………

…
…

ti
能
酷
闘
醐
醐
圃
一
年
ば
そ
の
六
回
目

に
当
る
一
関
留
航
路
醐
第
二
回
数
一
で
あ

d】
ろう学技で行われた消防演習

k待避訓練中。生徒たち


